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序

 松田は，自身の育児書の集大成といえる
『育児の百科』1) において，その著書を貫く
特徴の一つに，わが国伝来の育児の風習を
導入していることをあげている．そのあ
たりの事情について述べている部分を2箇
所引用してみよう．まずその一は，

 この本では，できるかぎり子どもの立場
に身をおいて，育児を考えようとした．
子どもの成長は，ひとつの自然の過程であ
る．自然には自然の摂理がある．風土に
密着した民族のながい生活は，たえまのな
い試行錯誤によって，この自然の摂理に適
応していった．日本の風土にふさわしい
育児は，こうして民族の風習として形づく
られた．2)

というもので，その二は，

 昭和38年あたりから，私のなかに，民
族の文化のもっている風土的宿命について
の関心がつよくなった．日本の風習とし
ての育児をみなおそうというので，私はす
すんで，毎日新聞に「日本式育児法」（の
ち講談社現代新書として出版）を掲載させ
01） 松田道雄『育児の百科』岩波書店，1967年．
02） 同上，p765．
03） 同上，p767．
てもらうことにした．その準備のなかで，
日本の江戸時代の育児学を作った香月牛山
の『小児必用養育草』をよんだ．また，
近畿各地をまわって民俗としての育児法を
たずねあるいた．この本のなかに，「旧式」
なところがふくまれているのは，そういう
「旧式」な育児が，丈夫な子どもと安定し
た情緒の母親をそだてたことを見聞したか
らである．3)

というものである．
 前段の文章からは，育児を民族の風習と
して捉えるに至った氏の思考の源流に，子
ども中心主義並びに自然主義の思想の存在
をよみとることができる．また後段の文
章からは，着手した日本民族の育児風習の
探索途上で，江戸時代の育児書の発見や育
児学者との出会いがあったことが明らかに
されている．そして，それら民俗の育児
法の中に，育児の当事者たち（母と子）へ
の効用を探り当てている．
 筆者は，松田が着眼した日本の伝統的育
児の風習や，松田の手によって初めて世に
引き出された育児書の内容を明らかにする
行程を通して，氏の育児思想全体を解明す
るための一助としたい．
 本稿では，まず『育児の百科』にみられ
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る伝統的な育児の風習，あるいは江戸時代
の育児学の導入について検討を行う．続
いて初期の育児書に立ちもどり，順に検討
を試みる．そうした検証を通して，この
視点の導入経過や捉え方の変化等が覗える
と思う．次に，この視点から書かれた2点
の著書を中心に，松田が捉える伝統的育児
の内容について詳細な検討を行いたい．あ
わせて，『育児の百科』に結実をみた，科
学と伝統が融合された育児思想の考察を試
みたいと思う．

Ⅰ　『育児の百科』と伝統的育児

1　 『育児の百科』にみられる昔からの育児
風習の具体例

 育児書の記述の中に差し込まれている昔
からの育児の風習例を抽出し，それらを肯
定的に捉えていると思われるものと，否定
的に捉えていると思われるものとに分類し
て，以下にまとめてみる．なお基本書は，
『育児の百科』の初版とするが，事例に応
じて改訂された『育児の百科』（新版・最
新版・定本）も取り上げる．

（1）肯定的な育児の風習事例
① 母乳について
 まず，〈母乳の与え方〉中の《母乳がよ
くでる法》の項目（誕生から1週まで）で，
鯉こくのすすめについて紹介している．
「私たちの祖先は，乳のでにくい母親の催
乳の目的で，鯉（こい）を食べさせた」4) 
04） 前掲『育児の百科』p16．
05） 松田道雄『定本育児の百科』岩波書店，1999年．
06） 前掲『育児の百科』p57．
07） 松田道雄『最新育児の百科』岩波書店，1987年．
08） 同上，p83．
09） 前掲『定本育児の百科』p83．
とし，「『催乳薬』の注射よりは，鯉こくの
ほうをすすめる．へんな副作用がないこ
とが確実だからである」との医学的解説を
付している．ただし，『定本育児の百科』5) 
ではその記述は削除されている．また，〈も
らい乳〉の項目（1週から半月まで）では，
「母乳のよくでる母親が少なくなってし
まったために，もらい乳をたのむのにも，
相手がいなくなってしまった．けれども，
母乳のたくさんでる母親が，ぜひ母乳を必
要とする赤ちゃんのために，あまった乳を
供出する習慣をもっと復活させたい」6) と
述べている．同項目の記述は，『最新育児
の百科』7) では，「もらい乳は日本の古くか
らある風習であった．乳母という職業も
あった．母乳のたくさんでる母親が，ぜ
ひ母乳を必要とする赤ちゃんのために，あ
まった乳を供出する習慣をもっと復活させ
たい」8) とある．さらに，『定本育児の百科』
では，「もらい乳は，日本に古くからあっ
た風習である．（中略）エイズという病気
が，授乳で感染することから，今はもらい
乳は『厳禁』になった．産院で乳のよく
でる母親のあまった乳を集めて母乳バンク
をつくって，未熟児にのませていたが，い
まは中止している．エイズのウイルスを
殺す低温殺菌は同時に母乳のなかの脂肪を
こなれやすくする酵素の活性もうばうの
で，赤ちゃんに下痢をおこさせるからであ
る」9) とあり，時代の変化に対応させた記
述に書き換えられている．
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② 空気浴・外気浴について
 わが国の育児習慣の中から，赤ちゃんの
健康に通じるものとして，着物の着用と宮
参りの二つを取り上げている（生後1ヶ月
から2ヶ月まで）．「日本のいままでの育児
では，母親は無意識のうちに外気浴をやっ
てきた．着物をきせられていた赤ちゃん
は，おむつをかえるたびに，胸までひろげ
られ，暖房のない和室で，冷たい空気にふ
れさせられた」10)，また「私たちの祖先は，
赤ちゃんを宮まいりにつれていくことで，
赤ちゃんの外出をはやくから習慣づけた
（関東では生後21日，関西では生後30
日）」11) ことからの皮膚の鍛錬である．
③ 夜間授乳について
 3 ヶ月を過ぎた赤ちゃんの夜間の授乳に
ついて，「日本のように，赤ちゃんが両親
とおなじ部屋にねる習慣のところでは，深
夜に赤ちゃんが目をさまして泣いたら，母
親がおきていって，まずおむつをかえ，そ
れで泣きやまぬときは抱いてねかしつけ
る．そのとき，母乳のでる母親が自分の
乳房に赤ちゃんをつけて安心させ，おいし
い乳で満足させてねかしつけるのは，乳の
でる母親の特権である」12) と氏の育児哲学
も併せて紹介をしている．
④ おんぶについて
 松田は，おんぶという方法については
「赤ちゃんをおんぶしていいか．4ヶ月す
ぎて，赤ちゃんの首がしっかりしていた
ら，もちろんおんぶしていい」13) と，4 ヶ
月から5ヶ月までの章でわが国伝統の方式
10） 前掲『育児の百科』p101．
11） 同上，p106．
12） 同上，p169．
13） 同上，p208．
14） 同上，p240．
15） 同上，p42．
について紹介した上で，先天性股関節脱臼
の治療や安全な運搬法という点からも優れ
ているとの説明も付している．
⑤ ありあわせ離乳について
 5 ヶ月から6ヶ月までの章の〈そだてか
た〉の節で，《献立表による離乳》の項目
と並べて，《ありあわせ離乳》というもの
を紹介している．「ありあわせ離乳という
のは，特別の離乳食献立を用意しないで，
おとなの食事のなかで赤ちゃんにたべられ
そうなものを，その日その日にあたえてゆ
くやり方である」14) と定義した上で，「日
本の伝統的な離乳法は，このやり方であっ
た」と断言している．ただし，これがう
まくいっていたのは，日本の母親の母乳の
分泌量が多かったためで，現在の母親への
適応には一考を要することも明示してあ
る．

（2）否定的な育児風習事例
① 生後7日目のお祝い
 赤ちゃんの祝福儀礼の例として「農村や
古い町では，赤ちゃんが生まれて7日目に
親類縁者が，お祝いにやってくる．赤ちゃ
んの顔をみにきた人たちが，抱きあげて，
誰に似ているなどといって，『回覧』した
りするのは，やめてもらいたい．おおぜ
いあつまる人のなかには，かぜをひいてい
る人もあるだろう」15) との風習を紹介して
いる．
② 夫の手伝い
 松田は夫の育児への参加については，
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『初版育児の百科』では扱っていないが，
『新版育児の百科』から触れている．その
内容は「夫が台所の仕事をしたり，赤ちゃ
んのおむつをとりかえたりする風習は，日
本になかった．日本の家で産後の妻がひ
とりで家事と育児とを引きうける風習がな
かったのとおなじだ．家にはおばあちゃ
んがいて，赤ちゃんの世話をした．手伝
う人がいて台所の仕事をした．産婦はか
らだの調子がもとにもどるまで，赤ちゃん
に乳をのませることにかかっていさえすれ
ばよかった」16) とあり，父親になった人が，
過去の風習に囚われずに対応しなければな
らないとしている．
③ 散髪
 赤ちゃんの散髪については，「農村では
髪がうすいと，こくする目的で丸坊主に，
そってしまう風習があるが，やめたほうが
いい．たとえうすくても髪があるほうが，
ぶっつけたとき安全である．また，髪を
それば，こくなるというのもたしかではな
い」17) と触れている．

2　 『育児の百科』にみられる育児学の書物
からの具体的引用例

① 母乳の与え方
 母乳については，明治になるまで育児書
のバイブルであったという香月牛山の『小
児必要養育草』から「乳汁の出でざる時に，
鯉魚を味噌汁にて煮て食すれば，よく出づ
るものなり．和俗，常にする事なりとあ
る」18) を紹介している．
16） 松田道雄『新版育児の百科』岩波書店，1980年，p
17） 前掲『育児の百科』p150．
18） 同上，p16．
19） 同上，p208．
20） 松田道雄『赤ん坊の科学』創元社，1949年．
② おんぶについて
 おんぶの効用について論じた際に，「明
治後半以後の育児書は『胸部を圧迫するか
らいけない』などといって反対した．だが，
それは，もっぱら西洋式（おもにドイツ式）
育児書を直輸入して，向こうのものは何で
も進んでいると思って崇拝した時代の産物
だ」19) と引いている．

Ⅱ　伝統的育児法の導入経過の検討

 前章で検証したように，『育児の百科』
の中には，全体からみれば微々たるものと
はいえ，伝統的な育児の風習や育児学の書
物からの引用が紹介されてあったり，また
その内容について功罪含めて取り上げて
あった．本章では，松田の育児書の原初
に遡り，『育児の百科』に至るまでの5点
の著作について，初期と中期の2期に区分
したうえで，その取り扱いについて調べて
みたい．

1　初期の育児書について
（1）『赤ん坊の科学』と伝統的育児法
 本書20) は，松田道雄が著した最初の育
児書であり，松田の育児書の原点といえる
ものである．母親や育児関係者への育児
に関する助言を一冊の本にまとめたものだ
が，当時の世相（第二次世界大戦後）を背
景に，主としてアメリカで開拓された新し
い小児医学の知識をふんだんに盛り込んで
いる．その頃の最新の医学的情報や科学
的な育児情報を提供して育児へのサポート
93．
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を行うことを主眼としている．そのため
であろう，伝統的育児法については全くと
いっていいほど触れられていない．唯一
例外として，赤ちゃんの誤飲の際の手当て
法にドイツの風習が紹介してある．該当
箇所を引用してみると，

 赤ちゃんがはってあるくようになった
ら，ボタン，ナフタリン球，ご石，貨幣，
ラムネのたま，などを手のとどくところに
おかないことです．もしまちがって，そ
ういうものをのんだところをみつけたら，
いきなり両足をもってさかさずりにしてふ
ることです．21)

とある．この方法は，松田自身が交換教
授で来日していたドイツ婦人の実演を体験
したことから得たものであると文中で語っ
ている．それはドイツの或る地方の風習
であって，その地ではどの母親もやる行為
だという．科学的な育児の啓蒙書という
コンセプトで書かれたこの書の中のこの一
件は，どのような意図から折り込まれたの
か興味深い箇所である．

（2）『育児日記』と伝統的育児法
 前書に続き著されたこの育児書22) は，
筆者がすでに分析を試みた23) ように，小
児科学から育児学への視座の移動がなされ
たものである．それとの関わりも多分に
あるのであろう，伝統的育児法の紹介や説
明が相当数盛り込まれている．本文から
それらの具体例を抜き出してみることにす
21） 前掲『赤ん坊の科学』p90．
22） 松田道雄『育児日記』文芸春秋社，1957年．
23） 「松田道雄の育児思想について（Ⅰ）―小児医学から
第17号所収）2000年．

24） 同上，『育児日記』pp146～147．
る．
① 夜泣きについて
 生後十ヶ月の項目に，以下のような “問
い” と “答え” の箇所がある．

問 生後十ヶ月の男児ですが，毎夜十一時
ごろから三時ごろまで夜泣きし，困ってお
ります．カン虫が出ているかと，子ども
の虫針も毎日かかさずやったり，またカン
の薬も一日とて欠かしたこともありません
が，どうしてもききません．首すじの下
に三ヵ所ヤイトもすえましたが効果なく，
私も主人も夜になるのが辛く，もう子供も
嫌いになり困っています．（中略）
答 昔から京都の町家では，子供にカン虫
がでると三宅八幡におまいりをしたり，穴
村にお灸をすえてもらいにいったもので
す．三宅八幡は八瀬の村にあり，穴村は
大津から船にのって琵琶湖をわたったとこ
ろにあります．中京のうすぐらい家に育っ
た子が，お天気のいい日に，そういう遠い
ところへ行くということが日光浴になり，
クル病の治療になったのでしょう．24)

 このように，“問い” の文章においても
昔からの風習を詳細に取り入れ，“答え”
の文章においても伝統的な風習を引いた上
で，医学的見地からそれらの方法を検討
し，結果として肯定的な対応をしている．
② 誤飲の際の処置について
 満三歳の男の子が誤飲した際の処置につ
いて次のように述べている．

 まずレントゲンの透視できるところへつ
れて行って，どこに碁石がひっかかってい
育児学へ―」（『豊橋創造大学短期大学部研究紀要』
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るかしらべてもらってください．（中略）
 昔からよくお芋をたべさしますが，それ
もよろしい．レントゲンの透視をしても
し碁石が気管のほうにひっかかっていると
なるとこれは厄介です．しかしそういう
場合でしたらお子さんはもう少し咳をした
りすると思います．（中略）
 子供がものをのんだといっても，もう一
度子供が遊んでいたところをよくしらべて
ごらんなさい．案外上敷の下から碁石が
でてくるというふうなこともあるもので
す．25)

 ここでは，誤飲の際にわが国で採られて
いたお芋を食べるという風習を肯定的に取
り上げている．
③ はしかの治療法について
 松田ははしかの治療法について，次のよ
うな昔からの療法を紹介し勧めている．

 昔からはしかにはキンカンを氷砂糖で煮
たシロップをあたえますが，なかなかおい
しいものです．おばあさんにこしらえて
もらってやってごらんなさい．またハシ
カに犀角をせんじてのませるのもよろし
い．ただほんとうの犀の角はめったにな
く売っているのは水牛の角です．26)

④ ネフローゼの手当てについて
 松田は利尿剤が効かない時には，「西瓜
を食べたり，とうもろこしの毛をせんじた
りするのもいいでしょう」27)と述べている．
⑤ 夜尿について
 対応法について，水分の制限や夜中に起
こす，に加えて「お灸や注射などの暗示で
25） 前掲『育児日記』pp223～224．
26） 同上，p288．
27） 同上，p294．
28） 同上，p316．
29） 同上，p317．
30） 松田道雄『はじめての子供』中央公論社，1960年．
治ることもあります」28)という．しかし，
昔からの風習であっても，取ってはならな
い方法として次のような事例があげられて
いる．

 私は小学校にはいった年，おなじ年の子
供が江州から隣りの商家に丁稚奉公に来て
いて，私が学校へ行く用意をしている時，
ぬれた敷布団をしょって裏からやって来
て，「またね小便たれました，おまじない
に塩おくれやす」と泣き泣き言ったのを覚
えています．恥ずかしい思いをさせれば
ね小便はとまるという主人の考えだったの
でしょう．あれは残酷なことでした．ね
小便はそれですこしも治らなかったからで
す．29)

 この松田自身が見聞した方法について
は，科学的根拠からの論議はさておき，人
権の尊重という立場から対峙している点が
特徴的である．

（3）『はじめての子供』と伝統的育児法
 この著書30) は，前著書『育児日記』と
同様，小児科学から育児学へ視座を移動さ
せて書かれた2冊目の育児書である．しか
し本書は，前著のように不特定多数の母親
達の質問を基に構成されたものではなく，
特定の核家族，かつキリスト教の信者一家
（実在モデルがある）の第一子の誕生から
成長過程を追うという設定のもとに，その
両親の育児相談に応じるという方式を取っ
ている．この書では，わが国の伝統的育
児法がどのように取り扱われているか見て
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いきたい．
① 母乳について
 生後3週の項目で，「お乳はとてもよく
飲む．お母さんは，このため，鯉を食べ
たり，お餅を食べたり，大変だった」31) と
あり，当時，伝来の風習を取り入れていた
ことを記述している．
② 滲出性体質について
 一ヶ月から二ヶ月の項目で，「昔の人が
胎毒にのました毒下しというのは，つよい
下剤で，それによって栄養状態を悪化させ
てくさの勢いをしずめたのだ」32) と紹介を
している．
③ 伝統的行事について
 この一家の信条から，行事は，生後4週
で，宮参りの代わりに復活教会にいく，に
始まってはいるが，雛祭り・七夕・地蔵盆
など，わが国伝統の行事についても積極的
に参加していることが紹介されている．

2 中期の育児書について
（1）『私は赤ちゃん』と伝統的育児法
 この本33) は，執筆年代からいえば，前
著『はじめての子供』と同時期（1960年）
のものであるが，筆者の分析34) によれば，
新たな視座，すなわち子どもの立場からの
育児学という視点で書かれたものといえ
る．構成面では，前著『はじめての子供』
のように，ある一家（団地に住む核家族）
に焦点を当てて，その一子の成長に沿って
育児相談に応じていく方式を採っている．
相違点は今回は実在モデルではなく，松田
31） 前掲『はじめての子供』p13．
32） 同上，p22．
33） 松田道雄『私は赤ちゃん』岩波書店，1960年．
34） 「松田道雄の育児思想について（Ⅱ）―子どもの立場
35） 前掲『私は赤ちゃん』p3．
が自由に創造した一家を主人公としている
ことである．ここでは，伝統的育児法は
どのように位置づけされているかみていき
たい．
① 親類のお祝い
 出産後の産院での面会について，赤ちゃ
んの口で，

 やっと静かになると，今度は親類の連中
がお祝いにやってくる．それがみんな私
の顔をのぞきこむ．中には抱き上げてセ
キをかけていってくれる人もある．カゼ
がうつったらどうするんだ．生まれたて
の赤ん坊にカゼがうつると肺炎をおこすこ
とだってあるんだのに．35)

とある．子どもの立場からすると，祝福
の見舞いは有難た迷惑だと明確に述べてい
る．
② 離乳について
 主人公の母親が苦労する離乳場面で，彼
女の姉（8人の子どもを育てた経験者）を
登場させている．その者の口を借りて次
のように語らせている．

 離乳なんて，おらあ，何ヶ月で始めたか
おぼえてねえよ．早え子もあったし遅え
子もあったよ．親が抱いてめし食うとき，
何だかほしそうにすりゃ，その時やりゃい
いんだ．ほしがらねえもの，いくらやっ
たって，食うもんじゃねえ．かゆのきれ
えなものもいたよ．そういうのは，歯が
はえんの待って，いきなりめし食わした
よ．ウドンの好きなものもいたし，めし
からの育児学―」（前掲，第18号所収）2001年．
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「

（

よりかゆの好きなものもいたな．おかず
だって，親の食うもんの中から柔らけえも
の拾ってやったよ．歯のしっかり生えて
ねえのにやるもんてば，きまってるさ．
卵か豆腐か魚さ．36)

 要するに，昔からのありあわせ離乳の方
法を説いているのである．
③ カンの虫について
 主人公の母親は無視をして乗り切った
“だだこね” だが，友人の母親のケースと
して次の例を紹介している．「うちの子，
いまカンの虫がでてますね．何ぞ気に入
らんことあるとこんな声だしますにゃわ．
赤ガエルの黒焼きをこないだのましたんど
すけど，ちっともきかしまへん」37) という
昔の風習である．
④ 夜間授乳
 夜間授乳については，賛否両論登場させ
た上で，「夜に目がさめた赤ん坊を愛撫し
てねかせるのは当然でしょ．抱いて揺すっ
てやるのも愛撫なら，フトンの上からそっ
とたたくのも愛撫だと思うの．だけど，
お乳をふくませてやるのは，母親だけので
きる最大の愛撫だわ．そうしないと，お
ばあさんに坊やとられちゃうわ」38) と，賛
成の結論を導いている．
⑤ 自家中毒について
 この治療法については，医者自身の口を
借りて次のような民間療法を語らせてい
る．
36） 前掲『私は赤ちゃん』pp48～49．
37） 同上，p111．
38） 同上，p113．
39） 同上，pp130～131．
40） 同上，p169．
41） 同上．
42） 松田道雄『私は二歳』岩波書店，1961年．
 そやけど十ぺんも二十ぺんも自家中毒
やってそのたびに大きい注射してもろて泣
いてるのみて，うちのじいさんが，こらか
わいそうや，一ぺん注射せんとやってみい
て言い出しましてんや．それでお医者さ
ん呼ばんと，家で静かにねかしといたんや
そうですわ．ところが，そのほうが早う
治ったんですな．いつもやったら四日か
五日せんとごはんたべさしてもらえなんだ
んが，あくる日から何でもたべられるよう
になったんです．その時，うちのじいさ
んが私にアメをねぶらしたんですわ．ア
メはよろしいわ．39)

 子どもの立場にたった治療法の追求が民
間療法と一致した例としてあげてある．
⑥ 自然への郷愁（土を食べる）
 坊やが土を食べることを心配した母親に
対して，父親は次のように発言している．
おふくろも心配していろんなことをした
らしいんだ．お灸をすえたり，ハリをやっ
たり，医者にかかったりしたんだ．それ
で最後に赤ガエルの黒焼きを食べさしたら
治ったというのだ」40) と．そうした父母の
会話を聞いて，当の坊やはこう言ってい
る．「そうだ． そうだ． パパえらいよ．
私が土を食べたのは病気どころか自然への
郷愁なんだ」41) と．

2）『私は二歳』と伝統的育児法
 この本42) は前著に続き，同様のコンセ
プトで書かれた育児の本である．年齢が
少し長じることによって，伝統的育児法が
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どのような扱われ方をしているか，見てい
きたい．
① シモヤケの療法
 シモヤケについては，この本の中で様々
な療法43) が紹介されている．その一はヌ
カ療法で，「おふろで使うたヌカ袋のヌカ
出して，おふろからあがってから半時間ほ
どすりこむのや」というもの．その二は
クリーム療法で，脱衣場の壁に貼ってある
シモヤケクリームの広告によるもの．そ
の三はホウサン軟膏を塗るで，その四は皮
膚科の医師による太陽灯照射である．こ
こでは伝統的方法が第一にあげられている
ことに着目したい．
② 嫁と姑の対立
 育児の方法をめぐる両者の対立（薄着と
厚着・夜間授乳の良し悪し他）をさまざま
に紹介した上で，最終的には，両者の対立
が子どもに与える影響を考慮して，和解の
道筋をつけ，同居という形で締めくくって
いる．

まとめに代えて

 第1章における『育児の百科』中の育児
法の検証結果からは，扱っている伝統的育
児法例の少ないことが明らかになった．抽
出事例10件という数は，頁数に換算して
も数頁に満たないもので，初版で778頁，
定本で828頁という全体量からみれば，
微々たるものにすぎない．執筆に際して
導入を明言した松田の，日本の風土にふさ
わしい育児，民族の風習としての育児への
思いは，今回行った具体例の検討だけでは
十分でないことが示された．
43） 前掲『私は二歳』pp120～121．
 例数は少ないが，上述した事例の検討を
通して，押さえられる事項を次にあげてみ
よう．まず第一に，『育児の百科』で対象
として扱っている年代は胎児から小学生と
幅広いものであるが，伝統的育児法が登場
するのは，乳児期に限られている．第二
に，医学・科学の領域で解決がはかられな
い場面で特に有効性を見出している．第
三に，母子ともに精神的安定が必要とされ
る場面でその活用を奨励している．第四
に，扱う事例は肯定的・否定的いずれもあ
り，客観的な姿勢が保たれている．
 次に，第2章における，『赤ん坊の科学』
から『私は二歳』までの5冊の育児書の検
証結果を通して明らかになったことについ
てまとめてみる．抽出事例の件数からみ
ていくと，『赤ん坊の科学』では0件，『育
児日記』では5件，『はじめての子供』で
は3件，『私は赤ちゃん』では6件，『私は
二歳』では2件となっている．ここに年代
による法則性はみられない．いずれも，
松田が日本の育児風習に関心をもったとさ
れる1963年以前の出版物であることから，
当然のことといえるのだろうか．
 件数が少ないため確実な論拠には成り得
ないが，少なくとも松田の育児書の原点で
は皆無であったのが，集大成の育児書では
10件紹介されていることには着目してお
きたい．そういう意味では，0から5件へ
の増加をみせる第二作目の『育児日記』が
鍵をにぎる一書といえるかもしれない．こ
の書は，全国の不特定多数の母親からの育
児相談に答える形で構成されている．実
際，読者による投書をもとに出版されたこ
とも明らかになっている．この時代の母
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親たちの率直な声に耳を傾けた松田の姿勢
が，伝統的な育児法に関心を寄せていくひ
とつの糸口になったとも考えられよう．
 次回の論考において，残された課題，す
なわち今回検討対象とした5冊の書物と
『育児の百科』の中間期に執筆された『お
やじ対こども』および『日本式育児法』の
2冊の書物を取り上げたい．
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